


福知山公立大学情報学部設置に関する要望書一覧（事業所・団体等）

団体・機関名、役職 住所

1 日東精工株式会社 京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地

2 株式会社但馬銀行 兵庫県豊岡市千代田町１番５号

3 福知山商工会議所 京都府福知山市字中ノ27

4 舞鶴商工会議所 京都府舞鶴市字浜66

5 綾部商工会議所 京都府綾部市西町1丁目50-1　ＩＴビル4F

6 与謝野町商工会 与謝野郡与謝野町四辻150

7 京都府漁業協同組合 京都府舞鶴市字下安久1013-1

8 西日本旅客鉄道株式会社　福知山支社 福知山市駅前町415

9 株式会社大滝工務店（ＫＯＫＩＮ） 京都府舞鶴市字南田辺126-5

10 京都北都信用金庫 宮津市字鶴賀2054-1

11 京都農業協同組合　福知山支店 京都府福知山市篠尾字長ヶ坪115‐12

12 株式会社日進製作所 京丹後市峰山町千歳22

13
WILLER TRAINS　株式会社
（京都丹後鉄道）

宮津市字鶴賀2065-4

14 宮津商工会議所 京都府宮津市字鶴賀２０５４−１

15 豊岡商工会議所 兵庫県豊岡市大磯町１-７９

16 丹波市商工会 丹波市氷上町成松140-7

17 福知山重工業株式会社 京都府福知山市字堀1965-2

18 株式会社　浅田可鍛鋳鉄所 京都府福知山市長田野町1丁目29

19 福知山企業交流会 京都府福知山市字中ノ27









































【教育方針と人財育成】

1

≪ 人財育成６つのカリキュラムマップ ≫
①情報学実践の基礎となる堅固な基礎学力、基礎技術力を持つ人財
②創造的思考力、協働・協調力、情報技術を用いた国際コミュニケーション能力等、社会人に必要となる基礎能力を持
つ人財
③地域の現実のデータを収集・分析し、地域社会の持続と発展のためのシナリオ作成と評価できる人財
④情報システムやアプリケーションの開発等により、地域生活を豊かにする情報基礎盤を構築できる人財
⑤人工知能技術やエンタテイメント技術を地域社会に適用できる人財
⑥情報の知見や技術を応用・活用して、公共経営、企業経営、交流観光、医療福祉、防災、まちづくり等を発展させる
ことができる人財
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• 画像情報処理
• 音情報処理
• 自然言語処理
• パターン認識と機械学
習

• 統計的モデルを用いた
シミュレーション

• データ解析ツール
• 基礎データ解析

• 情報システム
• ヒューマンインタフェー
ス

• 機械学習システム

• データ分析と意思決
定

• データマイニング
• 品質管理
• 統計データモデリング
• 統計解析

• データマーケティング
• サービスエンジニアリン
グ

• オープンデータ技術
• データ理解

PBL

人間・社会情報学

データサイエンス

• 地域情報PBL入門

情報通信技
術(ICT)

• 地域情報PBL基礎 • 地域情報PBL • 地域情報プロジェクト

• エンタテインメント情報学
• メディア情報学
• ゲーム情報学
• IoT
• 人工知能

IT実習

基礎

• 情報ネットワーク
• データベースシステム
• オペレーティングシステ
ム

• 計算機アーキテクチャ

• データサイエンス入門
• インターネット
• コンピュータプログラミングⅠ
• コンピュータプログラミングⅡ
• 統計学
• 線形代数基礎
• 微分積分基礎

• アルゴリズム論
• 計算理論
• 論理設計
• 情報符号理論
• 信号情報処理
• グラフ理論
• 数値解析

• (Ⅰ)データ解析演習
• (Ⅱ)ハードソフト実
習

• (Ⅲ)メディア情報処理実
習

• （ Ⅳ）複合現実実習

1年次 2年次 3年次 4年次

• 地理情報システム
• 組込みシステム
• 分散システム
• 情報セキュリティ
• プログラミング言語処理系

• 情報学アカデミックスキ
ル

• 線形代数
• 微分積分

• 科学技術コミュニケー
ション

• インターンシップ実習Ⅰ、Ⅱ

実践レベル、基盤レベル、理論・基礎レベル
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1年次 2年次 3年次 4年次

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

地域情報PBL入門 地域情報PBL基礎 地域情報PBL 地域情報プロジェクト

IT実習IIIT実習I IT実習III IT実習IV インターンシップ実習I・II

コンピュータプログラミングI コンピュータプログラミングII

インターネット

情報学アカデミックスキル 科学技術コミュニケーション

オープンデータ技術データ理解

サービスエンジニアリング データマーケティング

統計的モデルを用いた

シミュレーション

基礎データ解析

データ解析ツール

データマイニング

品質管理 統計解析

統計データモデリング

データ分析と意思決定

情報ネットワーク

計算機アーキテクチャ 組込みシステム

情報セキュリティ

データベースシステム

オペレーティングシステム

分散システム

プログラミング言語処理系 信号情報処理

グラフ理論

論理設計

数値解析

アルゴリズム論

計算理論

情報符号理論

人工知能

エンタテインメント情報学

IoT

メディア情報学

ゲーム情報学 機械学習システム

情報システム

ヒューマンインタフェース

パターン認識と機械学習

画像情報処理

自然言語処理

音情報処理

情報学を応用・活用

基盤となる基礎技術力

データサイエンス

情報通信技術 (ICT)

人間・社会情報学

科目名の枠について

：必修科目

：選択科目

カリキュラムツリーの見方

・一重線矢印 は、終点の科目を履修する前に始点の科目を

履修しておくことが望ましいことを表す（演繹的な前後関係）

・二重線矢印 は、始点の科目を履修した後に終点の科目を

履修するとより理解が深まることを表す（帰納的な前後関係）

・同じ枠で囲まれている科目同士は互いに関連が強く、前後に

配置される科目が同一であることを表す

人間・社会情報学、データサイエンス、ICTの専門科目群については

各科目の配当年次が2年間にまたがっているが、見易さのため、

1・2年次配当科目は1年次に、2・3年次配当科目は2年次に、

3・4年次配当科目は3年次に配置した。これらのトラック間の矢印や

共通科目との関係は省略している。詳細は各科目シラバスの

「他科目との関係性」の欄を参照すること。

地理情報システム

人間・社会情報学、データサイエンス、ICT科目の系の別について

：実践系科目

：基盤系科目

：理論系科目

科目名

科目名

科目名

福知山公立大学情報学部 カリキュラムツリー 資料７


